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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第46期 

第１四半期連結 
累計期間

第47期 
第１四半期連結 
累計期間

第46期

会計期間
自　平成23年４月１日 
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日 
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,439,560 2,199,089 9,881,392

経常利益 (千円) 342,312 241,322 1,105,009

四半期(当期)純利益 (千円) 195,515 140,872 571,914

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 201,294 155,513 565,208

純資産額 (千円) 5,864,845 6,235,776 6,228,662

総資産額 (千円) 9,541,631 9,991,735 9,591,302

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 13.19 9.50 38.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 61.5 62.4 64.9

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の内容に重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における経済情勢は、欧州の債務危機の長期化に伴う景気後退、新興国の経

済成長の鈍化、さらに米国経済も回復には至らず低調に推移いたしました。いっぽう国内は、円高や輸出

不振により景気の先行きには依然として不透明感が残っております。

　このような厳しい経済環境のなか、オフィス用複写機・プリンターや商業用印刷機に用いられる電子写

真用キャリアの事業環境も楽観できない状況にあります。

　脱酸素剤関連製品は前年度後半から少しずつ回復傾向を示しており、鉄粉関連製品はお客様のカイロ増

産などから堅調に推移いたしました。

　これらにより当第１四半期の売上高は前年同期比9.9％減少の2,199百万円となりました。

　損益面では、主にキャリア事業の販売減少により、連結営業利益は251百万円（前年同期比28.6％減）と

なりました。

　連結経常利益は241百万円（前年同期比29.5％減）となり、連結四半期純利益は140百万円（前年同期比

27.9％減）となりました。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　

①キャリア事業

　当セグメントにおきましては、前年同期におけるお客様での震災後の増産や夏期の電力規制を見越し

た前倒し需要がなくなったこともあり、売上高は1,574百万円（前年同期比13.9％減）となりました。

セグメント利益は減販損が大きく影響し329百万円（前年同期比17.4％減）となりました。

　

②鉄粉事業

　当セグメントにおきましては、脱酸素剤関連製品は前年同期並の販売となりましたが、カイロ用鉄粉

の需要増により、売上高は624百万円（前年同期比2.1％増）となりました。セグメント利益は生産効率

化によるコストダウンに引き続き努めましたが、製品在庫圧縮による原価割高や開発費の増加等によ

り24百万円（前年同期比15.7％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金、預け金等の増加により、203百

万円増加いたしました。固定資産は、キャリア製品製造設備等の設備投資を行いましたので、196百万円増

加いたしました。以上により、総資産は400百万円増加し9,991百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金、未払金が増加しましたので、393百万円増加し3,755百万円となりました。

借入金は前連結会計年度末と同額の490百万円となっております。

　純資産は、7百万円増加し6,235百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.5％減

少し62.4％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は90,540千円であります。なお、研究開発活動の状況に

ついて重要な変更はありません。

 

(5) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境および入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案する

よう努めております。事業環境の変化に対応すべく経営戦略を明確にし、掲げた課題と施策を確実に実行

してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,850,00014,850,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,850,00014,850,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ─ 14,850,000 ─ 1,557,000 ─ 1,566,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   22,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,786,000
14,786 同上

単元未満株式 普通株式   42,000― ─

発行済株式総数 14,850,000― ―

総株主の議決権 ― 14,786 ―

 (注)１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式883株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パウダーテック株式会社

千葉県柏市十余二217番地 22,000 ─ 22,000 0.15

計 ― 22,000 ─ 22,000 0.15

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 351,183 402,405

受取手形及び売掛金 ※1, ※3
 1,207,893

※1, ※3
 1,234,451

商品及び製品 1,089,786 1,012,673

仕掛品 722,017 781,860

原材料及び貯蔵品 340,580 399,020

繰延税金資産 125,284 124,623

預け金 569,572 646,595

その他 25,458 33,897

貸倒引当金 △596 △574

流動資産合計 4,431,181 4,634,953

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,463,650 3,469,808

減価償却累計額 △2,262,681 △2,286,973

建物及び構築物（純額） 1,200,968 1,182,834

機械装置及び運搬具 ※2
 5,951,864

※2
 6,051,297

減価償却累計額 △5,031,664 △5,100,085

機械装置及び運搬具（純額） 920,199 951,212

土地 1,860,198 1,860,198

リース資産 1,636,842 1,638,521

減価償却累計額 △1,146,596 △1,183,240

リース資産（純額） 490,245 455,281

建設仮勘定 413,548 639,108

その他 345,911 343,635

減価償却累計額 △302,439 △305,784

その他（純額） 43,471 37,850

有形固定資産合計 4,928,632 5,126,485

無形固定資産

その他 1,865 1,865

無形固定資産合計 1,865 1,865

投資その他の資産

投資有価証券 15,516 15,206

繰延税金資産 172,235 171,819

その他 60,515 59,582

貸倒引当金 △18,643 △18,176

投資その他の資産合計 229,623 228,431

固定資産合計 5,160,121 5,356,782

資産合計 9,591,302 9,991,735
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 700,271

※3
 903,004

1年内返済予定の長期借入金 98,000 98,000

リース債務 139,318 135,444

未払金 568,215 854,213

未払法人税等 157,375 96,609

未払事業所税 16,966 4,249

未払消費税等 54,813 21,214

賞与引当金 181,466 94,333

役員賞与引当金 24,000 －

その他 ※3
 189,537

※3
 389,395

流動負債合計 2,129,963 2,596,464

固定負債

長期借入金 392,000 392,000

リース債務 353,842 322,732

長期未払金 － 35,122

退職給付引当金 424,671 403,739

役員退職慰労引当金 56,262 －

環境対策引当金 5,900 5,900

固定負債合計 1,232,676 1,159,494

負債合計 3,362,640 3,755,959

純資産の部

株主資本

資本金 1,557,000 1,557,000

資本剰余金 1,566,000 1,566,000

利益剰余金 3,127,869 3,120,471

自己株式 △6,218 △6,346

株主資本合計 6,244,651 6,237,124

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △146 244

為替換算調整勘定 △15,842 △1,592

その他の包括利益累計額合計 △15,988 △1,347

純資産合計 6,228,662 6,235,776

負債純資産合計 9,591,302 9,991,735
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 2,439,560 2,199,089

売上原価 1,786,864 1,626,398

売上総利益 652,696 572,690

販売費及び一般管理費 300,886 321,647

営業利益 351,810 251,043

営業外収益

受取利息 963 1,283

不動産賃貸料 － 789

助成金収入 1,100 －

その他 2,806 1,542

営業外収益合計 4,870 3,614

営業外費用

支払利息 1,507 1,257

為替差損 6,756 6,535

債権売却損 5,443 4,907

その他 660 634

営業外費用合計 14,367 13,335

経常利益 342,312 241,322

特別利益

有形固定資産売却益 － 1,333

特別利益合計 － 1,333

特別損失

有形固定資産除却損 5,441 7,530

投資有価証券評価損 － 915

特別損失合計 5,441 8,445

税金等調整前四半期純利益 336,870 234,210

法人税等 141,355 93,338

少数株主損益調整前四半期純利益 195,515 140,872

四半期純利益 195,515 140,872
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 195,515 140,872

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34 391

為替換算調整勘定 5,744 14,250

その他の包括利益合計 5,778 14,641

四半期包括利益 201,294 155,513

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 201,294 155,513
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日 至　平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ1,135千円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日 至　平成24年６月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　債権流動化に伴う買戻義務

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

債権流動化に伴う買戻義務 83,498千円 56,476千円

　

※２  過年度における国庫補助金等に係る資産の取得価額の直接圧縮累計額は61,598千円であります。

　

※３  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 894千円 1,071千円

支払手形 11,915 9,755

設備関係支払手形 12,169 3,030

　
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 175,181千円 151,134千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 148,277 10.00平成23年３月31日 平成23年６月30日

　

　２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 148,271 10.00平成24年３月31日 平成24年６月29日

　

　２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

　

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,828,265611,2942,439,560 ─ 2,439,560

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ― ― ― ─

計 1,828,265611,2942,439,560 ― 2,439,560

セグメント利益 398,692 29,061 427,753△75,943 351,810

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△75,943千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△74,907千円及び棚

卸資産の調整額△1,036千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損益又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,574,948624,1402,199,089 ─ 2,199,089

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ― ― ― ─

計 1,574,948624,1402,199,089 ― 2,199,089

セグメント利益 329,343 24,512 353,855△102,812 251,043

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△102,812千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△101,541千円及び

棚卸資産の調整額△1,271千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２． 報告セグメントの変更等に関する事項

(１)　測定方法の変更

平成24年４月１日から、従来全社費用としていました「品質保証等に係る費用」については、各セグメ

ントの経営成績の実態をより的確に把握することを目的に業績管理手法を見直した結果、キャリア事業

に直課する方法に変更いたしました。これにより、当第１四半期連結累計期間のキャリア事業のセグメン

ト利益が25,054千円減少し、同額調整額が減少しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の測定方法によ

り作成しており、前第１四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の

金額に関する情報」に記載しております。

(２)　会計方針の変更等

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「キャリア事業」のセグメント利

益が1,124千円増加し、「鉄粉事業」のセグメント利益が11千円増加しております。

　

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

EDINET提出書類

パウダーテック株式会社(E01294)

四半期報告書

15/18



　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13.19 9.50

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 195,515 140,872

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 195,515 140,872

普通株式の期中平均株式数(株) 14,827,506 14,826,951

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月14日

パウダーテック株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　長　谷　 　公　一   印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    戸　　谷　　 且　　典   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパウ
ダーテック株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パウダーテック株式会社及び連結子会社の平
成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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